	09年度 第6回　早大中国塾

	10月例会もほぼ満員、古谷真帆氏の実体験に基づく中国知財法に関する講演と著名コンサルタント・半田純一氏による日本（モノづくり）企業の経営についての講演が行われ、活発な質疑が行われました。
11月例会では、（１）昨年、日本語を母語としない外国人として初めて芥川賞を受賞した作家・楊逸氏の講演、（２）早大MBAコース卒業生・包凡氏から見た中国ビジネスにおける日本企業の課題についての講演を予定しています。また、最近、福岡県男女参画表彰を受賞した日本文化塾塾長・青木麗子さんも参加、挨拶されます。なお、昨年9月に実施した鑑真記念青年交流事業の関する報告書（日中両語）が北京で商業出版されましたので、見事なできぶりをご紹介するとともに、希望者には特価（１000円）で販売します。
今回も講師と参加者の皆さんと方々との活発な意見交換を期待していますので、久しぶりの方も、初めての方も奮ってご参加ください。
演題
(1)　日中小説事情と小説家志望動機など（仮題）
(2)　体験的中国ビジネス論：日本企業が直面している課題を考える
講師
(1)  中国人作家・楊逸氏
(2) （株）ニコン・チームリーダー・包凡氏
日時
１1月21日（土）　午後1：30～5:00   その後、講師との懇談会（自由参加）
会場
早稲田大学（別館）・１９号館、７階・710号室）。地下鉄東西線早稲田駅下車徒歩6－7分。または、ＪＲ高田馬場駅前の早稲田正門行きバスで西早稲田バスストップ下車。グランド坂を２分下る。アジア太平洋研究科が入居している１０Ｆ建てビル。
主催
早大中国塾塾長（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科客員教授、福岡県留学支援センター内日本文化塾名誉塾長、（株）アジア人材開発顧問）　　木下俊彦　 携帯090-83134403　　Email: toshi-kinoshita@nifty.com　
連絡
担当
Mr. 談万青（上海駐在、PriceWaterHouse Coopers　勤務）
(アシスタント)Mr. 顧倬豪（早大・商学研究科）Email: guzhuohao@fuji.waseda.jp 携帯：　090-6127-9002
講師略歴
（１）楊逸氏：本名は劉 荍（りゅう・ちょう）1964年、中国ハルビン市生まれ。87年来日、お茶の水女子大文教育学部地理学専攻卒業後、在日中国人向け新聞社勤務を経て中国語教師に。07年、「ワンちゃん」で第105回文學界新人賞受賞、小説家としてデビュー。08年、『時の滲む朝』で、第139回芥川賞受賞。
（２）包凡氏：　上海出身。03年3月、早稲田大学アジア太平洋研究科（MBAコース）卒業。（株）ニコン入社。現在、同社・精機カンパニー・営業本部第二営業部第二営業課所属チームリーダー。中国市場で半導体精密機器の販売を担当、常時、訪中している。
後援
中国留学生交流支援立志会（代表：五十嵐貞一氏）　　
（株）アジア人材開発（代表：折敷瀬興氏）


	


